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論文審査の要旨 

 

本研究は、精神医療センターにおいて行動制限が実施されていた入院患者を解析の対

象とし、隔離、身体拘束の施行量の推移、行動制限を受けた患者特性を調査したもので、

本研究により行動制限施行数は増加傾向にあることがわかり、行動制限施行時間は諸外

国と比較しても明らかに長いことを指摘している。また、F2（統合失調症圏）の患者で

は行動制限日数と BPRS 総得点が相関関係を示すなど、興味深い実態が明らかにされて

いる。 

公聴会では、現在の身体拘束の基準は非常に厳しいものであると理解しているが、実

際に臨床の現場ではあのような厳しい基準を満たした形で身体拘束が行われているの

かとの問いに対して、基準は遵守されているとの回答があった。また、F0 が増えたため

に身体拘束が増えたとのことだが、これは高齢化が進んだ結果として数が増えているだ

けかとの質問に対し、平均年齢は変化しているため数だけの影響ではないとの説明があ

った。また、諸外国での行動制限時間が日本に比して短い理由はとの問いに対し、日本

特有の現場の努力では回避しきれない医療構造上の問題を指摘した。いかにすれば行動

制限を減らせるかの質問に対しては、教育と理解、スキル向上、多職種カンファレンス、

地域連携、人員配置について答え、適切な回答を得られた。 

本研究の結果は有用なものであり、今後本領域のさらなる発展に寄与するものと評価

される。 

以上より、主論文の内容と公聴会での質疑、および参考論文と合わせて、審査委員す

べてが適と判断し、博士（医学）の学位に値する研究であると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに精神医学行動神経科学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。 
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